様式第3号(第9条関係)

会議結果

　次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。

	附属機関等の名称
	　令和元年度第1回スポーツ推進審議会

	開催日時
	　令和元年5月22日(水曜日)午後3時25分から午後4時45分まで

	開催場所
	　三好公園総合体育館会議室

	出席者
	（委員）
春日規克、柴田雅文、井澤悠樹、清田由雅、水野伊津子
松田　浩、西垣美貴、太田律子、小野田俊尚、吉澤通記
（事務局）
　深津弘樹教育部長、甲村聡スポーツ課長
　鈴木孝明スポーツ課副主幹、金丸善一郎スポーツ課主任主査

（傍聴者）
なし


	次回開催予定日
	　未定

	問合せ先
	　教育部スポーツ課（担当：金丸）
　電話：0561-32-8027

	下欄に掲載するもの
	・議事録全文
・議事録要約
	要約した理由
	　

	審議経過
	　1 委嘱状交付
　2 あいさつ
　3 報告事項
(1) 平成30年度みよし市スポーツ事業実績について
(2) 令和元年度みよし市スポーツ事業計画・予算について
(3) 令和元年度スポーツ推進計画の実施について
(4) スポーツアンケート調査の実施について
　4 その他
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	1 委嘱状交付

　はじめに委嘱状の交付を行います。交代委員が2名いらっしゃいます。太田委員はその場にお立ちください。
《交付者：深津教育部長》
　
会に先立ち、スポーツ推進審議会の概略を説明します。本日お配りした表紙に「令和元年度みよし市スポーツ行政の概要」とある資料47ページにある「みよし市スポーツ推進審議会条例」をご覧ください。第3条に所掌事項として、「審議会はみよし市教育委員会の諮問に応じてスポーツの推進に関する事項について調査審議し、及びこの事項について教育委員会に建議する。」とされています。

現在、市教育委員会からの諮問は受けていませんが、市民のスポーツ実施状況やスポーツ推進計画の実施状況をご確認いただきご意見などを伺いたいと思います。

また、委員の任期は第5条に2年と規定されており、現在は平成30年4月1日から令和2年3月31日までが任期となっています。交代があった場合はその委員の任期は前任者の残任期間となっていますので、よろしくお願いいたします。
スポーツ推進審議会は、みよし市会議公開制度に基づき、傍聴希望者は会議を傍聴できるとなっております。本日傍聴希望者はありませんのでご報告いたします。
それでは、ただいまから「令和元年度第1回スポーツ推進審議会」をはじめます。

2 あいさつ
はじめにみよし市教育委員会　深津教育部長があいさつを申し上げます。
本日は、公私とも大変お忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。
委員の皆様におかれましては、今年度は２年任期の２年目です。引き続き、よろしくお願いいたします。また先ほど委嘱状を交付いたしましたとおり、新たに委員に加わっていただきました。
昨年度は、アドマテックス女子ソフトテニス部の「スフィアーズ」とホームタウンパートナー協定を締結しました。これで、みよし市は３つのスポーツチームのホームタウンとなりました。各チームとも公式戦への案内やスポーツ教室の開催など「行うスポーツ」、「観るスポーツ」、「支えるスポーツ」の機会の拡大に貢献してくださっています。
また、今年はラグビーワールドカップの試合が豊田スタジアムでも行われます。来年は東京オリンピック、さらに2026年にはアジア競技大会が愛知県・名古屋市で開催と、身近で世界的なスポーツイベントに接する機会があり、この地域でもスポーツへの関心が高まっていると思われます。
昨年度の事業実績及び今年度の事業計画をご確認いただきながら、本市の生涯スポーツ推進のため、ご忌憚のないご意見、ご指導をよろしくお願いします。
終わりに、委員の皆さまのご支援とご協力を重ねてお願い申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

続きまして、春日委員長からごあいさつをお願いいたします。
令和になりました。私は子どもの頃に、明治生まれの祖父がずいぶんと年が上だと当たり前に思っていました。昭和の人間が大正をまたいで明治ということになりますけれども、我々もそろそろそういう風に感じられるようなことになっているのだなと思うところです。この会議は、数は少ないですが、忌憚ない意見をいただきまして、みよしのスポーツ振興に寄与したいと思っています。
ありがとうございました。

ここで、交代委員の方もいらっしゃいますので、一人ずつ自己紹介をしていきたいと思います。
《委員・事務局職員の順で自己紹介》

それでは、議題に入ります。「みよし市スポーツ推進審議会運営規則」第2条第3項に、｢委員長は、審議会を代表し、議事その他の会務を総理する｣とありますので、ここからは委員長に会の取り回しをお願いいたします。
3 報告事項
それでは、議事に入ります。委員の皆さんの忌憚のない意見と円滑な進行にご協力いただきますようをお願いします。
(1) 平成30年度みよし市スポーツ事業実績について
　最初に「平成30年度みよし市スポーツ事業実績について」事務局から報告をお願いします。
スポーツ行政概要の24ページをご覧ください。平成30年度生涯スポーツ事業実績のスポーツ課分です。
25ページの各種行事等の一番上にある10月14日のみよし市体育祭は、前日の雨の影響があり、1時間遅れでのスタートとなりましたが、全日程を滞りなく消化し、延べ4,200人の参加がありました。
そしてその中段、1月27日の平成31年新春みよし市マラソン駅伝大会には当日1,673人の出走者がありましたが、平成30年大会と比べると207人の減でした。出走人数の推移については、後ほどグラフで説明いたします。
その一段上の12月15日開催のみよしレクリエーション・スポーツフェスタには前年比150％となる167人の参加がありました。カローリングはじめとするニュースポーツの紹介・体験のほか、新規内容として、総合型地域スポーツクラブのデモンストレーションをかねたPR、またトヨタ自動車株式会社協力によるボッチャの紹介・体験などを実施しました。

26ページはその他の団体分として、今年度からスポーツ協会に名称変更した、みよし市体育協会、みよし市カヌー協会などの事業について示しています。
27ページはスポーツ教室の状況です。平成30年度は幼児体育教室で定員枠を各5人ずつ拡大して実施しました。この幼児体育教室は前期・後期で4歳児・5歳児の申込者数にばらつきがあるものの、概ね定員に近い申込者数でした。
28ページは学校体育施設スポーツ開放の利用状況です。利用実績が0というのは、小学校では学校都合のため、三好中学校体育館の11月から2月までは大規模改修工事のための利用中止期間によるものです。
29から36ページはスポーツ施設の利用状況です。
利用件数の前年比は、三好公園の屋外体育施設は0.2%の減、総合体育館は14.9%の増で、三好公園全体では10.8%増でした。中でも、総合体育館内トレーニングルームについては、前年比16.3%増で、月平均では前年比約240人増の1,724人となっています。きたよし地区体育施設の利用件数は13.4%の減となっていますが、屋外施設ということで、昨夏の猛暑の影響が少なからずあると考えられます。
37,38ページは体育協会事業、39から41ページはカヌー協会事業、42ページはウォーキング協会事業、42から45ページは総合型地域スポーツクラブ事業です。
「次第」とある本日の会議資料の2から4ページは、これらにかかるデータの年度別推移を示したものです。
2ページ上段は、学校体育施設スポーツ開放事業です。これは、毎日午後6時30分から午後9時30分まで、小中学校の体育館及び武道館を、年間を通じて登録団体が利用できるという事業です。平成30年度の延べ活動者数は過去最高の62,783人となりました。開放日数については、平成29年度から日曜日の開放を実施しているものの、大規模改修や学校都合により、延べ活動者数の6.2%増に対して、延べ日数は5.5%増にとどまっています。登録団体数は、平成30年度は最終的に103団体でした。今年度は当初98団体でスタートしていますが、最終的には100団体前後となる見込みです。また、日曜日の開放は、昨年度は2割程度の利用であったところ、4割弱の利用と伸びを示しており、少しずつ浸透していると思われます。
同ページ下段は総合型地域スポーツクラブの会員数及び活動者数です。各クラブとも地道な活動により会員数、活動者数ともに前年度を上回っています。
3ページ上段はスポーツ協会、同ページ下段はスポーツ少年団の加盟者数です。4ページ上段はウォーキング協会、同ページ中段はカヌー協会の会員数等です。スポーツ少年団を除き、全体的に微減となっています。
4ページ下段はみよし市マラソン駅伝大会参加者数及び駅伝参加チーム数です。当日出走者数が年々減少しています。駅伝参加チームについても、昨年度に一度上向いたものの、平成30年度は100チームを切りました。同日に開催される他の大会に流れているのでは、という見立てもあり、そこに参加をしていればスポーツ人口の増加につながるのですが、みよし市マラソン駅伝大会の興行的には、どう参加者を増やしていくかが課題であり、特に今年度は市制施行10周年記念事業として実施することもあり、参加者増につながることを事務局としては考えています。
只今事務局からの報告がありました。この件についてご意見、ご質問はありませんか。
みよし市マラソン駅伝大会について、他の大会とのバッティングが大きな原因とのことですが、今年度も重なりうることですか。
みよし市マラソン駅伝大会はこのところ1月最終日曜日に実施している関係で、他の大会が同じ日程で行うということであればまた重なる可能性はあります。
言葉を選ばずに言うと、他の大会の方が魅力的であったという可能性が考えられます。競技としてやるのではなくファンランニングにシフトすると新しい参加者ができるのではないかと思います。
マラソン大会と駅伝大会を同時に実施していますが、別の日に行うという考え方もあるのでは。
みよし市では1月27日に行われました。一色、長久手、武豊、高浜で同じ日に大会があり、私の学生たちからも参加してくれないかと話があるくらい重なっていました。少なくともみよしのチームはみよしの大会に参加してくれるとよいと思ったところです。
参加者、利用者が増えている部分がありますが施設面が足りうるとかそちらの方の問題は大丈夫でしょうか。
マラソン駅伝大会については駅伝チーム数の上限を設けています。また、例えばトレーニングルームについては、必要に応じて器具を昨年よりも今年少し増やすなど、人数が増える、もしくはものの老朽化においての交換は行っています。施設全体についてはまた別に考える必要はあると思います。
運動実施者の国の目標値が増えていますが、これまでどおり進めていても数値も上がっていかないと思います。これまでもあまり変わっていないというところを、どのように伸ばしていったらよいと思いますか。
今年度は推進計画の中間まとめの時期ですので、これまでの反省をいかして十分検討していくということでいかがでしょうか。
トレーニングルームについては、何か変えていこうとしていることはありますか。
現状維持で利用者は伸びています。面積の問題があるので、安全にやってもらうことが第一ですが、器材についてはローテーションをかけてかえています。現状では特に大きな変更は考えていません。
トレーニングルームを利用したことがあるのですが、駐車場から遠いので遠のいてしまっています。他にも駐車場から遠いので利用者が利用をしにくい、とも聞きます。また、ある民間のジムで30分のコースがあり、利用者はインストラクターに声をかけてもらいながら行っています。中にはかまってほしくない人もいるとは思いますが、利用者のモチベーションにつながっているということもあるので、色々な工夫をして、利用者を増やすということも考えてはいかがかなと思います。
(2) 令和元年度みよし市スポーツ事業計画・予算について
よろしいでしょうか。それでは次に進みます。「令和元年度みよし市スポーツ事業計画・予算について」事務局から説明をお願いします。
まず、事業計画について「みよし市スポーツ行政概要」にて説明いたします。
6,7ページをご覧ください。生涯スポーツ事業計画（スポーツ課分）です。平成30年度と同様の事業内容で実施の予定です。
8ページは生涯スポーツ事業計画（その他団体）一覧です。スポーツ協会等の事業を掲載しています。今年度は三好池堤体工事に伴い、8月中旬以降の三好池でのカヌー競技が開催できなくなります。これに伴い、8月中旬のスプリントの市カヌー協会主催の大会は保田ヶ池で、またEボート交流会は中止となりました。

9ページはみよし市スポーツ教室開催計画表です。前期の申込み結果は、幼児の親子体操教室は定員45組に対し申込みが25組、4歳児の幼児体育教室は定員65人に対し申込みが60人、5歳児の幼児体育教室は定員65人に対し申込みが67人、スタンツ教室は定員40人に対し申込みが40人です。5歳児幼児体育以外は希望者全員が受講者できることとなりました。

10ページは、学校体育施設スポーツ開放事業です。今年度も引き続き日曜日の利用も可能としていますが、先ほどお話したとおり、令和元年度当初の利用登録団体数は、98団体です。
11,12ページがスポーツ協会、13から16ページがカヌー協会、17ページがウォーキング協会、また、18から22ページが総合型地域スポーツクラブについて、それぞれの事業を掲載しています。
会議資料の5ページをご覧ください。まず資料の訂正がございます。「(2)平成31年度みよし市スポーツ事業計画・予算について」とありますが、「平成31年度」を「令和元年度」と読み替えていただきますよう、お願いいたします。それでは、令和元年度のスポーツ課予算です。スポーツ課関係予算総額は、令和元年度当初は2億8339万9千円で平成30年度当初と比較して972万6千円の増額です。
その下の表は内訳です。平成30年度との差額で大きく変動しているところを説明します。
まず、No.5の体育施設管理運営事業費です。主にゲートボール・グラウンドゴルフ場広場整備工事として計上した1,790万円と、施設老朽化に伴う設備の修繕費として約750万の増額となっています。
次に、No.7のスポーツ大会等開催事業については、市制施行10周年記念事業として開催するみよし市新春マラソン駅伝大会への200万円の補助金の増額によるものです。
最後に、No.10のカヌー競技推進事業についてですが、平成30年度は、9月中旬に日本カヌー連盟主催の日本カヌーポロジュニア選手権大会及び日本カヌーポロ選手権大会が保田ヶ池カヌーポロ競技場で開催されましたが、今年度は開催がないため、その分の減額です。
只今事務局からの説明がありましたが、ご意見、ご質問はありませんか。
人件費がずいぶん変わっていますが。
これはスポーツ課職員の人件費で、事業としてのものではないのですが、全体を合算するとこのようになるということを示したかったということです。
《吉澤委員出席、自己紹介》
(3) 令和元度スポーツ推進計画の実施について

それでは次に進みます。「令和元年度スポーツ推進計画の実施について」事務局の説明をお願いします。
こちらもまず資料の訂正がございます。「(3)平成31年度みよし市スポーツ推進計画の実施について」とありますが、「平成31年度」を「令和元年度」と読み替えていただきますよう、お願いいたします。推進計画の73項目の具体的施策について、各表の右端に令和元年度の実施内容を記載しました。非常に多いので説明は省きますが、お気づきの点があればご指導いただきたいと思います。
只今の説明でご意見、ご質問はありませんか。
短期・中期・長期とありますが、平成28年度からのものですので、現在はまだ中期ということですか。
そういうことです。それを見据えての長期目標です。
総合型地域スポーツクラブは、愛知県では54市町村のうち、51市町村にあります。また、みよし市は人口が少ない中、3クラブあります。もっとスポーツ人口を増やすに当たり、近隣がどのように運営しているか情報交換が必要ではないかと思います。
現状では3クラブのミーティングはありますが、他市町村のクラブとはそれぞれで情報交換している様子です。市として他市町村との情報交換のできる場を設けてはいませんが、情報交換会には出かけています。
総合型地域スポーツクラブでは他市町村クラブとのやりとりはあるのですか。
なかよしクラブとともいきスポーツクラブは加入していませんが、さんさんスポーツクラブは愛知県の中で情報交換の場としてのSCネットワーク愛知に加入していて、定期的な会議用に参加し、色々情報を得ています。
愛知県教育委員会では広報普及委員会が担当していて、今現在、豊山町と南知多町に総合型地域スポーツクラブがない状態です。
スポーツ教室の定員に達している、達していないという中で、募集定員を増やすという話があったように思いますが、どのような広報活動をしているのでしょうか。枠をただ増やすだけでは参加者は増えないと思いますが。
定員に達しているものについては、クオリティを保ったままどれだけ定員を増やせるかということで、定員に達していないというものについてはこちらの広報の問題ということだと思います。人数が少ないということでクオリティは保てているので、定員まで何とか増やすということで、まずは広報活動をしっかりしたいと思います。

(4) スポーツアンケート調査の実施について

よろしいでしょうか。それでは次に進みます。「スポーツアンケート調査の実施について」事務局の説明をお願いします。
過去3年と同内容のアンケートを実施し、その結果が別添の「平成30年度スポーツ活動に関するアンケート調査結果の概要」です。抽出条件も同様ですが、回収率が1.4ポイント増となりました。なお、「２方法」の(3)として「調査期間：平成30年12月」とありますが、これは、(2)のイの調査期間の誤りです。
2ページは「行うスポーツの推進」の状況です。成人の実施率については、平成29年4月からの国の第2期スポーツ基本計画では、65％となっていますが、みよし市のスポーツ基本計画では目標値を60％としているため、中間見直しの時期にこの点を考慮する必要があります。平成30年度は目標値より21.6ポイント下回り、過去3年でも最低であり、また40%を切りました。
未成年の実施率については、3年ぶりに目標値を下回り、1.7ポイント足りませんでした。学校での部活動の実施日数は平日週3回、週末1日と減ってきているものの、週1回の実施率とすれば高いはずなのですが、今回の回答では中学生が63.2%の実施率にとどまったため、全体の実施率を押し下げる一因となっていました。
3ページは「観るスポーツの推進」の状況です。目標値に4ポイント達しておらず、ここ3年は横ばいとなっています。
4ページは「支えるスポーツの推進」の状況です。こちらは平成29年度に目標値を達成し、過去3年で上昇傾向にありましたが、平成30年度は目標値を2.2ポイント下回りました。高校生が突出していますが、それ以外の年代では平均的な数値となっています。
今後の「行うスポーツの推進」に大きく関与が期待される総合型地域スポーツクラブについてのまとめです。6ページをご覧ください。認知度として、総合型地域スポーツクラブを「知らない」という回答がどれくらいの割合かをまとめました。平成29年度調査では62.9%が「知らない」と答えていましたが、平成30年度調査では70.9%と8ポイント増となり、認知度としては平成28年度調査並みとなってしまいました。
これを地区別に見てみると、きたよし地区で76.3%、なかよし地区で65.6%、みなよし地区で62.5%といずれの地区でも半数を超え、平成29年度調査と比べるといずれの地区でも増加しており、まだまだ認知度が定着したとは言えなくなっています。
また、この入会の条件として、平成30年度調査でも前2年の調査と同様「時間的余裕があれば」「会費が安ければ」「家や職場の近くにあれば」という回答が多く、総合型地域スポーツクラブに割ける時間が他のものよりも優先順位が低いということが考えられます。
スポーツ振興にあたり行政が注力すべきこととして、こちらも前2年の調査と同様「年齢層にあったスポーツ・レクリエーションプログラムの開発普及」「屋内スポーツ施設の整備」が上位を占めました。行政への期待は、施設整備についての割合が高く、人口に対して施設が不足していると感じている人が多いことが伺われます。
令和元年度も平成30年度と同様のアンケート内容とし、比較ができるように実施するものとして、案を会議資料16ページから29ページまでに掲載しました。なお、総合型地域スポーツクラブの認知度について、「総合型地域スポーツクラブが何かわからない」という回答が目についたため、問いを見直したところクラブ名称がなかったことも「知らない」という回答につながっている可能性があるため、問13にそれぞれの名称「なかよしクラブ」「三好さんさんスポーツクラブ」「三好ともいきスポーツクラブ」を追加することとしました。
只今事務局からの説明がありましたが、ご意見、ご質問はありませんか。
施設の利用状況が伸びているという報告の一方で、アンケートについてはスポーツ実施人数が下がっています。この辺りの違いはどのようになっていて、またどのようにしていったらよいと考えますか。
施設利用は増えています。またトレーニング室の利用者も増えており、延べ人数は増えています。ただこれは、リピーターがいることと考えるとどれくらい伸びているかは別で考える必要があると思います。アンケートは前年度と違う人が答えているため、前回答えてくれた人では伸びているかもしれません。小野田委員が仰るとおりどのようにしていったらよいかを考えなくてはいけないとは、アンケート結果から思います。外に出てこない人をどのようにしていったらよいかを、皆さんと考えていけたらと思います。
アンケートに答えた人は、昨年と違う方たちなのですか。
無作為抽出ですので、同じ人がいるかもしれませんが、前年と全く同じ人たちではありません。
総合型地域スポーツクラブについて、7ページに時間的余裕があれば、とあります。さんさんスポーツクラブの場合、事務所は南部の明越会館にありますが、会場は公民館や学校体育館を借りているので、自由な時間に使えることができません。できれば、前から要望していますが、クラブハウスがあって、そこに優先的に講座等ができる会場があると。明越会館の一角を間借りして10年以上で、建て替えの計画もあるということを聞いていますので、その際、複合施設を建ててほしいという要望が役員からも出ています。そうなると近くの年配の方も来やくすなり、総合型が身近な存在になることができるのかなということを願っています。
ご意見として承ります。
全国平均としてみてもみよし市が特に数値が悪いわけではありません。医療と人との相関関係を見るのもいいのかなと思います。どうしても数値目標を見がちですが、スポーツ人口を増やすというその先に何を見定めているかということではないかと。例えば、スポーツをしなくても健康な人もいますし、生活の中に身体活力を確保できている人もいます。そういった人のことの活動をどこまでスポーツとしてとらえて反映させるか。データのやりとりは難しいかと思いますが、スポーツする人と医療というような別の視点でとらえるのもよいかと思います。
条件中「時間的余裕」というのはいかんともし難いところだと思います。他の条件である職場の近くにあればという人たちをどううまくひっぱりこめるかを考えてみてはいかがでしょうか。
みよし市の公民館の利用状況はどのようなのでしょうか。
地区公民館があって、なかよしクラブもさんさんスポーツクラブも利用しています。
「スポーツ」というハードルをいかに下げるかということもポイントかなと思います。緩いスポーツを取り入れるというのもありかなと。
　親の立場から聞きたいことがあります。中学生の子どもがいるのですが、昨夏は猛暑で部活動ができない期間が長かったです。夏の間の厳しい環境の中で体を鍛えて一年間体力をつける期間だったのに、県等からの通達で体育館が使えず、その後、学校からも土日どちらかは休み、月木も部活動はなしと。父兄の間では、回数が減って、一時は確かに多過ぎた時もあったけれども、急激に減らし過ぎという感じということであった。規則でガチガチという感じもしました。アンケートの中学生のパーセンテージが減ったのもそれも原因の一つかと思いました。学校で月木の部活なし日に、学校開放の前の2時間に自主練習をしたいと申し出たら、一度家に帰らせて、保護者が送迎するという決まりがありました。保護者も働いている時間でもあり、送迎は事実上難しいのですが、学校によってはそういった決まりもないと聞いているので、校長判断で違いがあるは腑に落ちないとことがあります。働き方改革で決まっているののなら、逆に緩和策を考えてもよいのではないかと思います。子どもたちが一生スポーツに携われるようなことを考えてもらえるとありがたいです。
今の話は学校教育のことですが、生涯スポーツの中の一つとして、総合型やスポーツ協会傘下の団体が、部活動の時間が短くなったことによる受け皿を今後どうしていくのか、という話は出ています。生涯スポーツがどのように学校部活動と関わっていくのかをここで考えていかないといけないのかなと思います。ただ、学校の考え方については学校長の考え方があるので、私からこうというようなことは言えません。
これはスポーツ課ではなく学校教育課だと思いますが、2020年度で名古屋市は部活動を教員が指導することがなくなるとのことです。今月末まででモデル校を5校作り、サッカー、バスケ、吹奏楽で、外部指導者を週3日として募集しています。グランパスの社内でも話題になっているものです。261校ある中で、もしかすると名古屋市の子どもたちは、体を動かす機会がなくなるのではないかと思ってしまいます。みよし市では教員ではなく外部の指導者の方向性はありますか。
スポーツ課としては聞いていません。昨年度くらいから部活動が週3日、週末1日ということから、生涯スポーツがどのように受け皿として、という話は出ていますが、名古屋市ほどの話は聞いていません。
以前、学生レベルで募集して指導したらいかがか、と言う話をしたことがありますが、何かあったら誰がどのように責任をとるのか、という話が出ていました。
名古屋市の実施要項を読むと、保護者との連絡方法、熱中症対策等はどのようにするか等を全部記さなくてはならないということでした。実のところ、受託する団体があるのかな、という話になりました。
誰が責任取るのかという話ばかりで、地域と学校がうまくやれば、と思うのですが。
愛知教育大学に勤務している関係からすると、教員が非常に大変な思いをしているのを知っているので。朝8時前に出勤し、一度も座ることなく夕方6時まで働いていることが少し緩和されたのかなと思っています。ただ、教員は決して指導したくないと言っているわけではなく、上からの指示でしたくともできないということです。大学としては、単位化して、サポート事業として教えるという事を始めています。学生と教え子との男女関係が生まれたらどうするのだ、というような問題等はありますが、少しでも貢献できればということを実施しています。
学校の立場で意見を。みよし市としては、学校部活動を頑張っていると思います。小学校では行っていない地域もありますが、みよし市はブラスバンドや合唱を実施しています。運動もバスケ、サッカー、水泳等をやっています。ただ、児童生徒数が減ると教員も減ります。見る教員が減ると部活動運営は苦しい。これは小学校でも中学校でも同じです。水泳は豊田市ではやめました。みよし市はやっていますが、大会をやろうとすると難しいです。私は、小学生が多様な運動することが大事と思っていますし、年間を通じて偏らずにできることはいいことだと思います。
中学校は生徒数が減っていることで、北の方は顧問の配置に困っています。複数顧問をつけることにしていますが、男女で3人、ということにしていても、生徒数が減り、学級数が減り、それにより配置される教員が減るので、そこが苦しくなります。部活動の制限は文科省のガイドラインに従っているもので、週は3日程度休みとして、うち週休日は1日休みということです。昨年から木曜の朝練はなしとしています。各市で朝練をやめたことが新聞で話題になっているが、今年、西三河で行っているところはなくなりました。
教員の時間でみると、部活動が終わってからやっと仕事ができるわけです。働き方を見直すためにもある程度削っていかないといけない。ただ、朝練をなくす時に我々が話し合った中では、年間をとおしてやっていく中で子どもたちが目標を持って取り組むことで、人間関係が育ったり、異学年との交流があったりということに、意味があるのではないかということが出ました。いいことはいっぱいあるのだが、でもいいからといって全部はやれない、というのが今の図式です。
よろしいでしょうか。
以上で、本日提案のありました議題は全て終了しました。皆様お疲れ様でした。では、進行を事務局にお返しします。
4 その他

貴重なご意見やご提案をいただきありがとうございました。各委員からいただいたご意見やご提案等については、今後検討調整しスポーツ行政に反映してまいりたいと思います。

また、今年度は教育委員会から諮問がありませんので本日の第１回のみとさせていただきます。来年度につきましては、推進計画の見直しの時期として、年何回か会議を予定しています。
今後、お気付きの点、ご意見等がございましたら電話でもメールでも結構ですのでご連絡をいただけますようお願いします。
これをもちまして、「令和元年度第1回みよし市スポーツ推進審議会」を終了いたします。


